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９月の休館日情報 

・中央公民館 9/2,9,15,16,22,30 

・地区公民館 9/1,2,8,9,15,16,17,22,23,24,29,30 

・町立図書館 9/２,9,16,17,18,19,20,23,24,30 

・スポーツセンター9/2,9,16,22,23,30 

 中央公民館は予約の無い日曜日

が休館になる場合があります 
 生涯学習だより 

 

 

 

 

 

社会教育・公民館 

おけと子ども七夕まつり ～天気に恵まれ笑顔はじける！～ 
 

８月３日（土）「第５４回おけと子ども七夕まつり」 

は、当初雨の予報で天候が心配されていましたが、当 

日は朝から絶好の晴天に恵まれ町内外の約５００名の 

来場者で盛り上がりました。 

  午前中から気温が上がり大変暑い中、役員、保護者、 

ボランティアの方々などの精力的なお手伝いをいただ 

き今年は無事に広い屋外で開会宣言を迎えることがで 

きました。 

  オープニングセレモニーからスタートした七夕まつりは、お菓子まきにたくさんの子どもたち

が参加してくれたほか、「スマートボール」や「射的」など各遊びのコーナーで盛り上がり、各

ブースからは景品を当てて喜ぶ歓声や、「伝承遊び」で竹馬にチャレンジするなどして盛り上が

る元気な声があちらこちらから会場内に響き渡っていました。 

食のコーナーでは、昨年度初登場した「おけばんばくんうどん」を揚げた「シャカばんば」が

揚げ方を工夫するなどさらにおいしくなって好調な売れ行き。また、同様に昨年度初めての試み

となった紙芝居の読み聞かせにも、多くの家族連れが集まってくれました。 

夕方になり気温が下がり少し涼しい風が吹く絶好のコンディションの中、いよいよ恒例の「ロ

ーソク出せ」が始まりました。 

出発前には「おけばんばくん」も登場！一緒に写真を撮ったりする親子連れの様子が印象的で

した。今年もたくさんの商店街の方からの協力をいただき、町民のほか帰省等で置戸を訪れた方々

も列に加わり、子どもたちの楽しそうな声とローソク出せの音楽が大通りにこだましていました。   

涼しい風に揺れる柳の木には、夢や願い事が叶うように一生懸命書き込まれた短冊がカラフル

に飾られ、今年も「七夕」の伝統を彩ってくれました。 

フィナーレを飾る「打上花火」は、午後 7 時半、予定どおりファミリースポーツセンターグラ

ウンドでスタート。多少の風はありましたが近距離で見る花火の音や迫力は大変すばらしく、規

制線の内側に集まった多くの人たちが８月の夜空に上がる大輪の花を堪能してくれました。 

「子ども達に置戸の楽しい夏の一日を！」を合言葉にご協力をいただいた大通り商店会や各種

団体、ＰＴＡ、ボランティアなど１２０名余りの皆様、準備から片付けまで迅速かつ適切な対応

いただき、本当にありがとうございました。おかげさまをもちまして盛大にイベント開催するこ

とができましたことにこの場をお借りして心より厚くお礼申し上げます。 

秋田・勝山地区では８月１３日（火）、境野地区では８月１４日（水）に地域の盆踊り大会と

共催でふるさとまつりを開催し、夏の良い思い出となりました。 
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老人クラブ連合会大運動会・長寿パーティーを開催しました 
7 月３０日（火）多目的交流施設「げんき」において、置戸町老人クラブ 

連合会大運動会が開催されました。 

町内 5 つの老人クラブから参加した７９名の会員により行われた運動会で 

は、ケガをしないようラジオ体操で体をほぐした後、「おけとバイアスロン」 

「ゲートボール NO1」「人生いろいろ」「運命競争」「五色玉入れ」の５つ 

の競技により熱戦が繰り広げられ、会場内は参加者の熱気に包まれ大いに盛り 

上がりました。 

今回の運動会でも、ボランティアえぞまつ会他お手伝いの皆様の協力により、競技の進行が 

スムーズに行われ、無事終了することができました。 

競技終了後は、中央公民館講堂へ会場を移し、表彰式、長寿パーティーを行いました。 

               競技の結果につきましては、見事なチームワークで、前回大会 

              に引き続き、秋田長寿会（湊 初男会長）が優勝し４連覇を達成 

              いたしました。また、準優勝は境野福寿クラブ、第３位は勝山寿 

クラブと置戸陽寿会となりました。表彰式の後は、長寿パーティ 

ーで各クラブ選び抜かれた歌や踊りが披露され、盛況のうちに幕 

を閉じました。 

長寿パーティーでご協力いただきました、つつじの会の皆様、 

              大変ありがとうございました。 

競技に参加してくださった皆様、お疲れさまでした！ 

                          また来年も多くのご参加をお待ちしております。 
 

ふるさと少年クラブ ＠採蜜体験 
 

7 月 20 日(日)にふるさと少年クラブで採蜜体験を行

い、21 名の参加がありました。常元小学校跡地で実施し

て、「１９６（いくろう）養蜂」の永田幾朗さんに講師を

務めていただきました。ゆぅゆの駐車場にある菩提樹(し

なの木)を見て、この木の花からからハチミツを集めてい

ることを学びました。採蜜の作業を見学しながら、蜂の説

明を受けて「オス蜂・メス

蜂・女王蜂」を見せてもらいました。 

また、巣箱から取り出した蜂の巣を実際に持たせてもらいました。

参加者の皆さんからはその重さに対して、驚きの声が上がりました。

最後には、採取したハチミツを瓶に詰める作業まで見学して、お土産

として持たせていただきました。 
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「漢字検定」を実施します！ 
  公益財団法人日本漢字能力検定協定主催の「漢字検定（漢検）」を下記のとおり実施します。 

  なお、本検定は「準会場」としての実施となりますのでご留意ください。 

日  時：令和６年１１月 8 日（金）※１５：４０迄に入室 

場  所：中央公民館 多目的室 

試験時間：２級～ 7 級 １６：００～１７：００（６０分） 

      8 級～１０級 １６：００～１６：４０（４０分） 

※置戸小学校の児童・置戸中学校の生徒と同会場での受験となります。 

   対 象 者：町内在住の方（なお、小・中学生は、各校で別途取りまとめします。） 

        定員：一般受験者（各級）合計で先着１０名まで（※小・中学生は除く）    

受 験 料：各級ごとに受験料が異なります。（申込用紙等にてご確認ください） 

申  込：所定の申込用紙に必要事項を記入の上、受験料と合せて申込みください。 

     ※申込用紙（兼受験案内）が必要な方は、中央公民館にて配布いたします。 

お問合せ：教育委員会 社会教育課（中央公民館内）電話０１５７－５２－３０７５ 

 

「和洋楽器が奏でる迫力の舞台」 

和楽-WARAKU-置戸公演 
 和太鼓奏者・田村幸崇氏が主宰する和洋折衷コン 

サートが置戸町初上陸！ 

２０１５年の初コンサート以来、日本全国各地で 

好評を得てきた大迫力の演奏が堪能できます。 

 第一部は、故郷日本の伝統楽器を中心とした演奏、 

第二部は、西洋の楽器を交えた和洋折衷の演奏が身 

体に響き渡ります。 

たくさんのご来場をお待ちしております！ 

日  時：令和６年９月１５日（日） 

開演１８:0０～ （開場 17:30～） 

場  所：置戸町中央公民館 講堂      

※全席自由席 

チケット：大人 2,500 円（高校生以下無料） 

  ※チケットぴあ、中央公民館、図書館 

で販売しています。 

お早めにお買い求めください！ 

主  催：置戸町芸術文化鑑賞協会 

後  援：置戸町教育委員会・置戸山神太鼓愛好会  

お問合せ：置戸町中央公民館（52-3075） 
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健康と長寿を祝う集い 開催日のおしらせ 
秋田地区  ９月１５日（日）午前１０時～ 秋田地区住民センター 

境野地区  ９月１５日（日）午前１０時～ 境野公民館 

置戸地区  ９月１４日（土）午前１０時～ 中央公民館 

勝山地区  ９月１５日（日）午前１０時～ 勝山公民 

●本年度は、会食及びアトラクション鑑賞、長寿記念品贈呈等通常の開催となります。  

 

社会体育 

スポーツトレーナー・健康教室 ９月日程のお知らせ 

※由利先生の指導時間 

□印（毎週火曜日） 
１０：００～１２：００ 
１４：００～１６：００ 

△印（毎週金曜日） 
１０：００～１２：００ 

  （２０日はお休みです） 

※田邊先生の指導時間 

○印（毎週水曜日） 
１８：３０～２０：３０ 

※有馬先生の指導時間（健康体操室） 

☆印（毎週火曜日） 
１９：１５～２０：４５ 

 
 

２０２４町民サイクル駅伝競走大会参加者募集！！ 

日 時  １０月６日(日)  小雨決行 

      受  付 ８時３０分 開始 

開 会 式 ９時００分 

競技開始 ９時３０分  

コース   スポーツセンターと中央公民館の中通り起点の１．９㎞周回コース 

    （１チーム５人編成 コースを１人１周して総合タイムを競います。） 

部 門   一般の部（年齢不問）、中学生の部、小学生の部の３部門 

表 彰   各部門の１～３位、各部門の男・女最高ラップ 

 申し込み・問い合わせ 

教育委員会 社会教育課へご連絡ください。（電話：５２－３０７５） 

       ※参加申込は９月２０日（金）締め切りです。 

※締め切り厳守願います。当日飛び入り参加はできません。 

 その他  各自スポーツ安全保険にご加入ください。 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

 休館日 □・☆ ○  △  

8 9 10 11 12 13 14 

 休館日 □・☆ ○  △  

15 16 17 18 19 20 21 

 休館日 □・☆ ○    

22 23 24 25 26 27 28 

 休館日 □・☆ ○  △  

29 30      

 休館日      

該当者の方には別途 

ご案内をいたします。 
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  郷土資料館 

 明治36年から20年まで、全国一律で同じ教科書を使用する国定

教科書制度が採用されていました。この制度はそれ以前の検定制度

において出版社と教科書審査委員の贈収賄事件が発覚したことで実

施され、以降文部省が内容を編さんした教科書を使わなければなり

ませんでした。日露戦争終結直後というのもあり、軍国主義的な内

容が多く含まれた教科書だったようです。 

 国定教科書は発行年によって内容と概観に若干の差異が見られま

す。右の教科書は昭和8年ごろから使われるようになった国語の教 

科書で、冒頭が「サイタ サイタ サクラ ガ サイタ」で始まることから「サクラ読本」とも呼ば

れています。それまで無地だった表紙にイラストが描かれ、内容も多色刷りになり子供たちが興 

味を惹かれるような教科書作りが意識されるようになっ

ていきます。戦後、新たな検定制度に移行して様々な教科

書から選択できるようになり、内容も一変しましたが、著

作者側が子供にたちに寄り添う意識は今も昔も変わらな

いのかもしれません。 

 これを読んでいる方の中で、もし昔使っていた教科書

（特に太平洋戦争中～戦後のもの）をまだ持っている方

がいれば資料館まで一度ご連絡ください。 

◇お問い合わせ・寄贈のご連絡は置戸町中央公民館まで（TEL 52-3075） 

◆今月の収蔵資料 vol.34 このコーナーでは郷土資料館に寄贈された資料のうち、インター
ネットで公開されていないものを中心にご紹介します。 

「国定教科書」 

郷土資料館では収蔵資料や昔の写真の一部を 
公開しています。ぜひご覧ください。 

検索  置⼾町デジタル郷土資料
館 

【9月の開館日】 

土曜日：7、21 

火曜日：3、10、17、24 

時間：13時～16時 

※上記時間以外の見学、団体での見学をご希

望の方は事前に中央公民館までご連絡願い

ます。（TEL 52-3075） 

開館情報 

【番傘】 

 竹製の骨組みと和紙で作られた日本の伝統

的な傘。豊住の結城家で使われたもので、持ち

手などをみると補修して使われていたことが

見て取れる。やや穴が開いているものの、状態 

は良好。柄につい

ているストッパ

ーにより開き具

合が二段階に調

整できるように

なっている。 

新着資料 pick up! 

国史／修身／書き方／国語 
算術／理科／地理 
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図書館  

９月１６日(月)～２０日(金)､図書館は“臨時休館”します 

図書館では、年に１回の蔵書点検作業を行うため､上記の5日間は臨時休館となります。 

この期間が返却期日となる分は、貸出期間を延長します。 

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

  ※９月22日(日･祝)・26日(最終木曜)は､開館します 
   

☆新着図書情報   

■えほん■ いもむしごろごろ／どこどこいってた？／まんまるしっぽのクロ／恐竜サファリ／たんぽぽの

ふね／ぼくのひみつのともだち／きみは､ぼうけんか／ねこはわたしのまねばかり／海辺の村のパン屋 

■児童書■ たまご 命が生まれるしゅんかん／ちきゅう 地底のなぞを掘りだせ！／さわって学べる科学図

鑑／寒い土地のくらし／ことばあそびをしよう／進化がわかる妖怪図鑑／世界でいちばんリクエストのお

おいくつ屋さん／２つの意味の物語／消えた校長先生／ぼくが子どものころ戦争があった 

■一般書■ 身のまわりのすごい技術大全／本物を超えるニセモノの科学／あたらしい自然あそび／北海道

絶滅動物館／シェルパ斉藤の山小屋２４時間滞在記／生産消費者が農をひらく／元気な町内会のつくり方

／韓国映画から見る､激動の韓国近現代史／Q＆A で読む弥生時代入門／あなたの代わりに読みました／

19歳までに手に入れる７つの武器／家なき人のとなりで見る社会／毎日食べたいいまどき精進ごはん 

■読み物■ 下町サイキック（吉本ばなな）／修羅の国の子供たち（田村和大）／日月潭の朱い花（青波杏）

／魂の歌が聞こえるか（真保裕一）／物語を継ぐ者は（実石沙枝子）／たぶん私たち一生最強（小林早代子）

／『百年の孤独』を代わりに読む（友田とん）／アメリカ南部の台所から（アンダーソン夏代） 
 
 
 
 

  

 
 

 
 
 
 

「託児サービス」、どうぞご利用ください 
子育て中の保護者の図書館利用をお手伝いするため、本を選んだり､雑誌を眺めたりする間､ 

保育士が“おはなしコーナー”で未就学のお子さんを無償でお預かりします。 
 

日 時：９月１３日(金)・１４日(土)・２７日(金)・２８日(土) 
10：00から正午までの､ご希望の時間帯 

☆利用を希望される前日までに､図書館（52-3202）へご連絡ください 

  6(金) 
11:00 福祉センター 

15:30 どんぐり 
12(木) 16:00 置戸高校 

 10(火) 

14:00 勝山公民館 

15:00 拓殖住民センター 

16:00 旧図書館前 

 27(金) 
11:00 どんぐり 

16:00 境野公民館 

 11(水) 
10:30 秋田地区住民センター 

15:30 くるみの会  

※やまびこ号に積んできてほしい本のある方は、 

図書館までお知らせください。 

☆９月のやまびこ号 巡回日程

表 

 

 

蔵書検索･新刊検索 

はこちらから  

 

上記のステーションは､どなたでもご利用可能です。お気軽にお立ち寄りください 
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図書館開館２０周年記念「図書館まつり」を開催します 
 

図書館まつりを５年ぶりに開催します。 

高田真也さんの「サイエンスショー」や､やまびこ号のお絵描き＆塗り絵コーナーを設置します。 

秋の一日を､どうぞ図書館でお過ごしください。多くの皆さまのご来場をお待ちしています！ 
 

日 時：９月７日(土)１１:００～１４:００ 場 所：置戸町立図書館 
 

★ 主な内容（予定）★ 

〇古本市〈集会室〉 （１１：００～１４：００） 

 本・雑誌・紙しばいなど､１冊１０円です。売り上げは今後の本の購入資金となります。 

〇サイエンスショー〈ロビー〉（１回目：１１時３０分～ ２回目：１３時００分～）１回３０分 

 “家でもできる実験ショー”を行います。お楽しみに☆ 

〇やまびこ号のお絵描き＆塗り絵コーナー （１１：００～１４：００） 

 2025年1月に、やまびこ号は運行開始から６０年の還暦を迎えます。この節目にみんなで 

やまびこ号をお祝いしましょう！！ 

〇おやつコーナー 〈ビッグポーチ〉（１２：００～１３：３０） 

 何があるかは当日のお楽しみです。遊びに来てね！！ 

 〇本のブックカバーかけ体験＆簡単な修理（カウンター前 １１：００～１４：００） 

  ご自分の本を２冊お持ちください。図書館職員がお手伝いします。     などなど・・・ 
 

★当日の準備と運営､後片付けにご協力いただける方を募集します。可能な時間帯だけでかまい 

ませんので､お手伝いいただける方は図書館カウンターへお声かけください。 

（置戸高校生や地域おこし協力隊も協力してくれます。） 
    

秋の夕べを､図書館でゆっくり過ごしませんか？ 

 ９月２７日(金)は､夜８時まで開館します  
☆当日のお楽しみ企画☆ 

① カガミ菓子店による“一日限りの夜の図書館カフェ”がオープン！ 

◎軽食と飲み物セット：１食１０００円（税込）～４０食限定の完全予約制です 
      *ご希望の方はお早めにご予約ください（図書館tel. 52-3202）  

② ロビーでは､ギターのミニコンサート！ 18:15開演（予定） 

◎奏者：田代
たしろ

 勝
かつ

紀
のり

さん ～網走在住。35年間のニューヨーク在住中に､ 

ライブハウス等でソロやバンドで演奏活動を行う。 
 

☆ミニコンサートは無料です。カフェと合わせて､または本を読みながらお楽しみください☆ 
     

雑誌の種類が増えました  ～最新号は館内でご覧ください～ 
 

地平（一般総合誌）／ラジオ深夜便（NHKラジオ紹介）／100分de名著（NHKテキスト）／ 

ゆうゆう（中高年向け総合誌）／食べもの通信（食の総合誌）／サラサーテ（弦楽器専門誌）／ 

歌の手帖（演歌等の音楽紹介雑誌） 
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森林工芸館 
 

第 14 回 木あそび展が開催されました 

８月 11 日（日／祝）のるんるん市に合わせて

「第 14 回 木遊び展」をオケクラフトセンター 

森林工芸館 駐車場特設会場で開催しました。 

「こっぱで作ろう！」「竹とんぼづくり」「小枝

のフォークづくり」の３メニューからなる木あそ

び展は、町内外問わず 40 名の参加者が木工作を

体験しました。 

森林工芸館職員、オケクラフト作り手養成塾生

のほか現役オケクラフト作り手の青島さんの指導

の下、参加者は思い思いの作品を作り上げていま

した。 

「小枝のフォークづくり」では作業に没頭し１

人で２本作っていく方や、「竹とんぼづくり」で

は作った竹とんぼを早速広場で飛ばして遊んでい

るお子さんの姿もあり、大変盛況でした。 

 

また、るんるん市では９名の作り手による直売

会のほか、養成塾２年生の永井さん、河越さん、 

岡村さんの３名も参加し、自作のオケクラフトを

販売しました。３名ともたくさんのお客さんに商

品を手に取っていただき買っていただくことがで

きたようでした。また、塾生にとっても直接愛用

者の方と作品について意見を交わすことができ貴

重な研修機会になりました。 

 

来年もるんるん市、木あそび展ともに開催する

予定ですので今回足を運んでいただいた方はぜひ

来年も、今回来場できなかった方は来年ぜひ足を

運んでいただけたら幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こっぱで遊ぼう！」コーナー 

「竹とんぼづくり」コーナー 

養成塾２年生による直売会の様子 

「小枝のフォークづくり」コーナー 

るんるん市の様子 


